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§１．研究成果の概要 

 

2018 年度においては、広範なドメインにおいてユーザと知識のやりとりを行うことが可能な音声

対話システムを構築するため、対話における基盤化技術の研究開発を行った。具体的には、ユー

ザとの対話の中で述語項構造に基づいた情報のやりとりを行い、システムが持つ知識や文脈に応

じて情報の案内や問い返

しを行うシステムである（図

1）。この実現のため、音声

対話フレームワークを構築

するとともに、その機能で

ある不足知識の問い合わ

せ機能、知識を用いた情

報案内機能、深層強化学

習を用いた対話戦略最適化機能、対話行為に応じて対話システムの振る舞いを制御する機能、

知識の埋め込み表現学習法についての研究開発を行った。本システムでは対話を情報授受の過

程として捉え、授受される情報を汎化された述語項構造として基盤化する。この基盤化における基

礎的技術として、システムが必要とする情報に合わせてユーザに聞き返しを行うことができる質問

生成アルゴリズムの研究開発を行った。また、こうした質問、案内などの対話行為をどのタイミング

で選択するか、あるいは選択された対話行為に応じて適切な生成を行うことができるか、という観点

から技術の研究開発を行った。これらの成果は査読付きの国際会議に採録され、また一部は学術

論文誌への投稿を行った。 

 

 

 

2018年度 

実績報告書 

来週桜を見に行きたいんですが、
いい場所はありますか？

誰と見に行きたいですか？

彼女と行くので、雰囲気のよい場
所がよいです

来週は宇治市植物公園内にある枝
垂桜が見頃を迎え、昼間とは違っ
た雰囲気の夜桜を楽しめますよ

見に行く{ga:発話者, wo:桜, 

時間:来週}

見に行く{ga:発話者, wo:桜, 

to:彼女, 時間:来週}

情報案内
データベース

クエリの問い合わせ

DBとのマッチに基づいた質問生成

クエリの
問い合わせ

情報提示

図 1. 情報案内を行う対話の例 
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§２．研究実施体制 

 

①研究者：吉野 幸一郎 （奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 助教） 

②研究項目 

・音声対話システムの構築 

・深層強化学習を用いた対話戦略最適化 

・述語項構造のアノテーション 

・対話行為タグのアノテーション 

・述語項構造を用いた不足知識の問い合わせ機能の実装 

・知識グラフを用いた対話機能の実装 

・対話行為に基づく対話システム制御機能の実装 

・知識埋め込み表現の実装 

 

 


